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基礎研修Ⅰ

オンライン研修で最も魅力だったのは、自宅等リラックスした環境で受講できたことです。私はス
マホにヘッドホンを装着して受講したのですが、焦ったり集中力が切れたりすることなく、ゆったり
とした気持ちで受講でき、聞き漏らしも少なかったのが非常に良かったです。特にグループワークに
おいては、グループの皆さんのお顔を一画面で同時に見ながら議論を進めることができましたので、
とても楽しかったです。物足りなかった点を挙げるとするならば、研修全体の雰囲気を感じることが
できなかったことでしょうか。それに関しては、新型コロナウィルスが落ち着き、集合研修が実施さ
れたときの楽しみに取っておこうと思います。研修と引越しの時期が重なり通信環境が安定していな
かったため、私はパソコンとスマホの両方を用意してオンライン研修に臨みました。結果、スマホの
方が受講しやすかったのですが、事前にそうした確認を済ませておくと、当日よりスムーズに受講で
きたはずですので、そこが反省点だったかなと思います。

報告
報告者：受講生　酒井　崇明

年度当初は集合研修の予定をしておりましたが、急遽オンラインで開催することになり、受講生や
講師・ファシリテーターのみなさんには多大なご不便をおかけしました。手探りでのオンライン研修
開催でしたので、不手際等々数え切れないほどあったと思います。集合研修とは異なる実施のため、
演習では受講生のみなさんも何かと大変だったと思います。本当にお疲れ様でした。
今年度も基礎研修はオンラインにて開催予定です。今後も引き続きお力添えいただければ有り難い

です。よろしくお願い致します。

事務局

基礎研修Ⅲを初めてZoom研修で受講しました。
なんといっても、メリットは移動しなくていいことです。交通費も時間も節約ができます。その反面、

研修の内容の確認や振り返りをする仲間がいない一人での研修になることが寂しかったです。
今後は、オンライン研修や会議がもっと増えてくると思います。そのなかで、1年間Zoom研修を受

けた私たちは、オンライン研修の先駆者になることができるのではないかと思いました。

基礎研修Ⅲ
報告者：受講生　白矢真由実

2020年度の基礎研修は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点より遠隔で実施しました。
関わったみなさんの感想を掲載します。

2020年度のオンラインでの基礎研修にファシリテーターとして参加させて頂きました。Zoomって
何？という状態から練習会に参加し、どうにか操作には慣れました。そして初日、会場内でのハウリ
ング、突然パソコンがフリーズ、数人の受講生が画面から消えてしまう等々想定外のトラブルが発生。
しかし回を重ねる毎に問題も解決し無事終了、貴重な経験となりました。挑戦して良かったです。今
年度はファシリテーターの仲間が増えるといいなと思っています。

ファシリテーター
報告者：ファシリテーター　田脇　智子
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例年三宮で開催していた「養成校連絡会」ですが、今回は初めてオンラインで開催し20名が参
加しました。2020年度のソーシャルワーク実習はコロナ禍での実施という事もあり、養成校の教
員の皆様方は大変ご苦労をされたと伺いました。そして、コロナ禍でも実習生の受け入れをして
下った実習施設等の皆様にはとても感謝しているとも伺いました。
2020年度の養成校連絡会では、2019年度の優秀実習先表彰を受賞された明石市社会福祉協議会
から3名の実習指導者の方々にご参加いただきました。組織として実習生を受け入れる体制や、そ
れによりもたらされる効果などについて発表していただきました。とても実りある連絡会となり
ました。

開催日　　2020年12月17日　　　　参加者数　　20名

毎年、社会福祉士養成校の教員の方々と連絡会を開催しており、今回で17回目となりました。職
能団体である社会福祉士会の会員と養成校の教員の方々と、実習教育に関して情報交換を行う貴重
な機会となっております。

【研修・イベント概要】

【所感等】

報告

報告 スーパービジョンⅡ研修（オンライン）

第17回社会福祉士養成校との連絡会（オンライン）

報告者：実習教育支援委員会　

報告者：岡本和久　

スーパービジョンⅡ研修を初開催し、全国から28名の方にご参加いただきました。本研修は、
日本社会福祉士会方式によるスーパービジョンを学び、これからの実践に生かすとともに、職場
等でスーパーバイザーを担う方々のスキルアップを目指す研修です。

新型コロナの影響で集合研修から急遽、オン
ライン研修に切り替えとなりましたが、グループ
ワークを工夫して開催しました。私たちはコロナ
の感染拡大に負けず、学びをとめず、実践の向上
を目指していきましょう。

開催日　　2021年 1 月 9 ～ 10日　　参加者数　　28名
講　師　　田村満子氏（大阪社会福祉士会）、岡田まり氏（京都社会福祉士会）、
　　　　　中田雅章氏（岡山県社会福祉士会）

講師・ファシリテーターの様子

【研修・イベント概要】

【所感等】
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報告

報告者：更生支援委員会　深田祐加子　

開催日　　2021年 1 月31日　　　　参加者数　　29名
講　師　　 原田和明氏（更生支援委員会　委員長）、岡村恵子氏（更生支援委員会　副委員長）、

佐藤寛士氏（更生支援委員会　副委員長）

　はじめに、困難事例から刑事司法ソーシャルワーク実践を講義形式で学びました。罪を犯すこ
とを生活のニーズと捉えた上でアセスメントを行うこと、罪を犯さない生活が当たり前で心地よ
いと感じられるように環境を整えていくことが、福祉の役割であると学習しました。
　その後、グループごとに行った事例検討では、分析用ワークシートを使用し、社会（就労・家
族関係）、健康（医療）、経済（金銭）、その他の状況に分類し見立てを考えました。

【研修・イベント概要】

研修で印象に残っているのは、「福祉の支援は、『再犯しない』という自己決定をすることを支
援すること」という言葉です。我々、対人援助職は、生活課題や特性に焦点を当て分析し、本人
の強みを把握することが大切です。演習を通じて、アセスメント・見立てをしっかりとすること
の重要性を再認識しました。
今回初めて主催者側として参加し、研修開催にあたり大勢の方にご尽力いただき嬉しく思って
います。

【所感等】

フォレンジック・ソーシャルワーク研修（オンライン）

報告

報告者：西はりまブロック　

開催日　　2021年 1 月31日　　　　参加者数　　16名

　西はりまブロックオンライン交流会を 1月31日に開催しました。高齢、障害、スクールソー
シャルワーカーなど多種多様な方々が参加され活発な意見交換が行われました。今後も定期
的に開催しますので皆様お気軽にご参加ください。

【研修・イベント概要】

西はりまブロック　オンライン交流会
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報告

開催日　　2021年 2 月 6 日　　　　参加者数　　50名
講　師　　 畠山　充氏（岩手県社会福祉士会）、稲嶺裕子氏（茨城県社会福祉士会）

　未成年後見を実践されているぱあとなあ会員の方に、それぞれ県から事例を出していただき、
未成年後見の実際と課題、そして、やりがいについてお話をいただきました。
　未成年後見は、成年後見との法的な違いや親権同等の権利と義務、未成年の成長課題、自立へ
の支援について、より深い知識やネットワークが必要になります。しかし、一人の子どもの人生
に寄り添い、子どもの自立していく姿をみることは、何物にも変えがたい喜びがあるとのお話で
した。

【研修・イベント概要】

児童養護施設には様々な理由で入所している子どもたちがいます。未成年後見人は、一人ひと
りの子どもを尊重し、子どもにとって安心できる大人として関わっていることを伺いました。そ
の中で、子どもたちは大人との信頼関係を築き、将来への希望と成長する勇気を得て、自立して
いく力を育むのだと感じました。
　私たち社会福祉士は、未来の社会を子どもたちのために、寄り添えるソーシャルワーカーとし
て支援していきたいと思います。

【所感等】

未成年後見研修　実践編（オンライン）

報告者：岡本和久　

報告

報告者：相談委員会　

　相談業務の悩み・不安のあれこれ、専門職ならではの経験などを数人が発表し、発表者同士で
意見交換し経験値を共有する。傍聴の参加者も質問や意見交換に参加し、「目からうろこ」を体験
する。働く分野が同じでも異なっていても、共通するジレンマ・不安、あるいは達成感があるこ
とを共有する機会とし、参加者同士の交流を深め人材育成も視野に入れている。

【研修・イベント概要】

参加者感想の抜粋です。
「話題が多方面に拡がり」「経験の浅い社会福祉士の不安、経験の長い社会福祉士のジレンマなど
の思いを共有できた」「社会福祉士としての明るい未来が見え、不安が吹き飛ぶ座談会で感激だった」

何でも話そう座談会！（オンライン）

【所感等】

開催日　　2021年 2 月13日　　　　参加者数　　15名
 話題提供者　　橋爪太郎、宮崎正行、刀根充、中尾荘子、鈴木美帆、上野公子
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報告

報告者：高岡美津子　

実践研究を学ぶ研修＆発表会（オンライン）

開催日　　2021年 2 月14日　　　　参加者数　　13名
講　師　　 高橋昌子氏

　まず、神戸親和女子大学 高橋 昌子先生より、私たち社会福祉士の実践を研究に繋げる意義・効
果・方法をご講義いただきました。
　次に、本会会員 3名による実践研究を発表していただき、参加者には研究発表の実際に触れて
いただきました。
　最後に、 6月に会員の皆様にご協力いただいた「新型コロナウイルス感染症によるパンデミッ
クにおける社会福祉士の活動に関するアンケート調査」について、調査研究委員会より報告をい
たしました。

【研修・イベント概要】

　新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言下、オンラインという形で実施された研修会で
したが、私にとってはとても実りあるものになりました。長年実践現場に居ながら日々の忙しさ
に追われ、いつの間にか誰かに指摘されることも、自らふり返り、見直しをする機会も遠ざかっ
ていたように思います。改めて、自分の実践していることを文章にしようとしてみると、自分に
しかわからない方法論ばかりが連ねられ、その根拠となる理論が欠けていることが多く、他者に
伝えていくことの難しさを実感させられました。実践研究発表では、専門職ごとの視点から語ら
れる現場の声とあるべき姿を見せられ、多職種連携による支援の必要性について考えさせられま
した。私も発表された方々を見習い、機会があれば実践報告に取り組むことでスキルアップし、
地域の福祉向上に繋げていきたいと思います。ありがとうございました。

【所感等】
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【研修・イベント概要】

報告者： 防災と福祉の連携による個別支援計画作成促進事業
実行委員会（兵庫県・兵庫県社会福祉士会・人と防
災未来センター）

防災と福祉の連携促進シンポジウム（オンライン）
地域で取り組む　高齢者・障害者の避難支援報告

開 催 日　　2021年 2 月16日　　　　
参加者数　　Zoomでの視聴 約180名　YouTubeでの視聴 約250名

近年豪雨災害をはじめとする大規模災害が頻発しており、そのたびに高齢者や障害者が犠牲と
なっています。逃げ遅れることなく円滑な避難のためには、当事者、行政、地域住民、福祉専門
職等が密接に連携し、実効性のある避難のための個別支援計画の作成が重要です。兵庫県では、
ケアマネジャーや相談支援専門員などの協力を得て、平常時のケアプランやサービス等利用計画
の作成に合わせ、地域とともに「防災と福祉の連携による個別支援計画作成促進事業」を実施し
ています。今回のシンポジウムでは、その成果及び今後の取組について意見を交わしました。

〇基調講演　「誰一人取り残さない防災の実現に向けて」
　同志社大学社会学部教授／人と防災未来センター上級研究員　立木　茂雄　氏
〇特別講演　「障害当事者、そして相談支援専門員としての『防災』」
　一般社団法人兵庫県相談支援　ネットワーク代表理事　玉木　幸則　氏
〇取組報告　防災と福祉の連携による事業の成果と課題
　福崎町健康福祉課主査　林　知澄　氏
　明石市福祉総務課係長　光永　貴　氏
〇パネルディスカッション
　個別支援計画の作成をいかに進めていくか～防災と福祉の連携を通じて～
　同志社大学社会学部教授／人と防災未来センター上級研究員　立木　茂雄　氏
　一般社団法人兵庫県相談支援　ネットワーク代表理事　玉木　幸則　氏
　内閣府　政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）　重永　将志　氏
　丹波篠山市長寿福祉課副課長　松本ゆかり　氏

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、講師や報告者等の関係者のみが会場に参集し、
Zoom及びYouTubeを使用してのオンライン配信にて開催しました。そのため、近畿圏内だけで
はなく北は北海道から南は熊本まで、また行政関係、福祉関係、報道関係、大学、各団体等の幅
広い層の申込みがありました。
防災と福祉の連携による個別支援計画作成促進事業に関する取り組み及び当該シンポジウムの
内容については、別途報告書を作成予定です。報告書が完成しましたら兵庫県防災企画課のホー
ムページに掲載予定ですので、またご確認ください。
また「ひょうごチャンネル（YouTube）」にて当日の様子をご覧いただけます。
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報告

報告者：こども家庭支援委員会　

SSWスキルアップ研修（オンライン）

開催日　　2021年 2 月21日
講　師　　 馬場幸子氏

　 4回シリーズの最終回であった今回は、スクールソーシャルワーク（SSW）「スタンダード」の
学びをさらに深め、これまでのSSWとしての活動の振り返りを行いました。
　前半の講義では、講師より、日本学校ソーシャルワーク学会が行ったアンケート調査の結果から、
新型コロナウィルスの影響を受けた子ども達の生活および SSW活動について伺いました。また、ア
ンケート結果を踏まえ、SSWの活動等における課題について考えることができました。
　その後、個人、グループワークでは、これまでの取り組みを「スタンダード」に照らし合わせ、様々
な角度から課題をとらえ、課題を把握し今後の目標を考えました。

【研修・イベント概要】

　兵庫県教育委員会義務教育課のSSW事業担当の先生にもご参加いただき、兵庫県の各市町SSW
はもちろん、教育事務所SSW、広島県や関東地方等全国からSSWや教員、こどもの支援に携わるた
くさんの方々にご参加いただきました。
　グループディスカッションではいろいろな意見交換をしながら学びあい、「この研修が日々 の実践の支えに
なっていた」「自身の実践をふり返る機会になったのがよかった」「参加してよかった」等の発表もありました。
　 4回シリーズでやってきたこの研修。昨日が最終回の 4回目でした。
　本当は集合研修としたかったところですが、オンラインでも最後までやってきて本当に良かった
なと思いました。
　受講者の皆さんのご意見に、また次の研修の企画運営のモチベーションをいただきました。
　また来年度も実施します。

【所感等】

阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション　①ブ

【1月30日に新年会開催！】
　Zoomにて、阪神ブロック主催にて新年会を開催しました。阪神ブロックの会員だけでなく他ブ
ロックの会員も参加され、総勢28名にて大変盛り上がりました。
　ただ単に集まるのではなく、小グループに分かれて会員同士の交流を行ったり、オンラインでのビンゴ大会
を開催しました。QUOカードや兵之助のファイルなどの景品をゲットすべく、熱い戦いが繰り広げられました。

<ブロックについて>
　本来、当ブロックでは 2か月に 1回役員会を開催するとともに、地域部会の活動を中心に、会
員の交流や学習の場所作りを推進していましたが、現在、新型コロナの影響で外出自粛や集合を
避ける必要があることから、ブロック活動に影響が生じています。今後の動向をみながらオンラ
インを活用するなど、ブロック活動を徐々に再開させていく予定です。

【阪神ブロックのメーリングリスト登録のお願い】
　阪神ブロックの方で、当ブロックのメーリングリスト登録をしていないかたは、担当者宛にメー
ルを送信し、アドレス登録をお願いいたします。

【阪神ブロック問い合わせ・メーリングリスト申し込み先】
　sw_hanshin@yahoo.co.jp
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　春光うららかな季節を迎えましたが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
今年度も会員相互のネットワークの構築を図り、コロナ禍に対応した活動を可能な限り進めてま
いりますので、ご理解とご協力を宜しくお願いいたします。さて、神戸ブロックの活動と今後の
予定などをお知らせいたします。
【活動報告】
　2020年12月 5 日　神戸ブロック忘年会
　　新型コロナウイルス感染症防止対策として、オンラインでの忘年会開催となりました。
　　併せて臨時役員会を実施し、主に福祉セミナーについて話し合いました。
　2021年 2 月27日　トークイベント「兵庫県社会福祉士会新旧会長 社会福祉士を語る」
　　こちらも新型コロナウイルス感染症防止対策として、オンラインでの会開催となりました。
　　 今年度、新会長となられた谷口弘氏、 3期 6年にわたって会長を務められた岡本和久氏のおふ
たりをお迎えし、今までの、そしてこれからの兵庫県社会福祉士会を熱く語って頂きました。

【活動予定】
　 6月12日（土） 総会（オンライン開催）
　10月23日（土） 福祉セミナー　IN神戸　　於：しあわせの村 研修館（神戸市北区）（予定）
【お知らせ】
●　Facebookあります。検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロック
●　神戸ブロックのメーリングリストへのメールアドレスは下記の通りです。
　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com

神戸ブロック（ブロック長　増山　陽子）
ロックインフォメーション　②ブ

【活動内容】
　西はりまブロックでは15名の役員が在籍しています。役員会は不定期ですが、Zoomを使用して
開催しています。定期的な会員交流の場としてZoomを使用した交流会を開催しております。兵庫
県社会福祉士会ホームページに案内を掲載しておりますので、お気軽にご参加下さい。
　当ブロックは、姫路市を中心として相生市、赤穂市、宍粟市、たつの市、上郡町、太子町、佐用町、
市川町、神河町、福崎町のエリアで活動を行っています。会員の協力のもとブロック主催の研修
会の開催や地区別勉強会、懇親会など、ブロック内外を問わず、多くの会員が地域で地道な活動
を展開しています。ブロック活動は、兵庫県社会福祉士会の窓口であり、地域に根差した取り組
みを今後とも行っていきます。西はりま地区ブロックFacebook も一度のぞいてみて下さい。

【今後の予定】
5 月16日（日）西はりまブロック総会Zoom開催

西はりまブロック（ブロック長　岸　剛健）
ロックインフォメーション　③ブ
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　新年度を迎えまして、引き続き、新型コロナウィルス感染症対策に気を配りながらのスタート
となっていることと思います。また、そのような中、社会福祉士に合格された皆様には敬意を申
し上げます。
　丹波ブロックでは状況を見ながら、従来の対面での会員同士の交流や研修の実施とともに、オ
ンラインを活用した取り組みも進めていきたいと考えております。
　今後とも、みなさまのブロック活動へのご理解とご協力を引き続きよろしくお願いいたします。
【活動報告】
　 1月16日　役員会（オンライン）
　　…ブロック研修会・交流会の企画
　 2月20日　役員会（オンライン）
　　…ブロック研修会・交流会の準備、Zoom勉強会
　 2月27日　ブロック研修会・交流会（オンライン）
　　… 丹波ブロックでオンラインによる研修・交流を初めて実施しました。詳細は次回にて報告します。
【活動予定】
　 5月頃　ブロック定期総会
　　…定期総会に向けて準備を進めています。日程が決まりましたら、ご案内いたします。
【お知らせ】
●丹波ブロック会員のみなさまのメールアドレスをお知らせください。
　ブロック活動における情報発信や各種研修等の取りまとめを円滑に行うことを目的に、ブロッ
ク会員のみなさまへメールアドレスの把握を行っています。題名に「丹波ブロック会員」、本文に「氏
名（ふりがな）」、「所属団体」をご記入のうえ、下記のメールアドレス（直
接入力またはQRコードから）へ送信してください。受信後、数日以内に
手動返信メールが届きますので、迷惑メール拒否設定等をされている場合
は、設定の変更をお願いします。ご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　　　　　　　　hacsw.tanba@gmail.com

丹波ブロック（ブロック長　中川　優一）
ロックインフォメーション　④ブ

国家試験対策委員会
委 員 会 ❶

だ よ り 委員長　樹 下 和 幸

　2020年度は毎年の応援を自粛しました。しかし、感染症対策バッチリで解答速報を国試委員会
の委員で作成しました。社会福祉士会が解答速報を出すという社会的意義を達成するためにこれ
からもがんばります！！
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<活動内容>
　相談委員会では毎月第 2土曜日午後 1時か
ら 4時まで、事務局にて「福祉何でも相談」
を実施しています。また隔月で定例委員会を
開催し、相談業務に必要な各分野の新しい情
報や困難ケースなどについての勉強会を開催
しています。勉強会前後の時間に自分の相談
業務の相談をしあい、解決のヒントをもらう
などもしています。
　昨年度から相談業務の困難や醍醐味のあれ

これを話し合う経験交流会「何でも話そう座
談会」を開催しています。各分野からの参加
者が自分が対応した「どないせえ言うねん。」
「勘弁して…」「どや！」な事例を持ち寄り語
り合います。傍聴のみもＯＫです。

＜定例会　会場＞
　社会福祉士会事務局

相談委員会
委 員 会 ❸

だ よ り 委員長　大 庭 絵 里

<活動内容>
　当委員会は、会員機関紙「こうのとり通
信」 及び広報誌「Pocket」の企画・編集の他、
SNSやその他さまざまな媒体・機会を通じて、
社会福祉士と社会福祉士会の広報を行ってい
ます。委員の予定に合わせて委員会開催日を
設定しているため、固定した開催日はありま
せんが、ほぼ毎月委員会を開催し、広報活動
を行っています。
　会員の皆様は日々様々に社会福祉士として
の活動をされていると思いますが、それをど
のように社会へ繋げていらっしゃいますか？
私たちの機関誌や広報誌は、会員一人ひとり
の活動を繋ぎ、表現し、多くの専門職や県民
の皆様へ伝えていく手段です。私たちの取り
組みを、よりよい社会を作る一歩とするため
に活用できるツールです。それは、会員の皆
様によって作られるものであり、当委員会で
はそれらをカタチにする活動をしています。
当委員会には古より『広報委員会に所属して

いなくとも、社会福祉士である一人ひとりが
「社会福祉士の」広報委員』という格言があ
ります。すべての会員の皆様には、今年度も
様々な形で広報活動への参加と関わりをお願
いいたします。
　当委員会では、文章の書き方、校正の仕方、
紙面の作り方など実務に役立つことをはじ
め、取材方法や広報戦略や企画の考案、SNS
を活用した広報活動の検討などを経験し学ぶ
機会がふんだんにあります。「表現すること」
「書くこと」「作ること」「伝えること」「記録
すること」に興味や関心がある方には、ぴっ
たりの委員会です。
＜定例会　会場＞
　兵庫県福祉センター　社会福祉士会事務局 
または　オンライン
＜今後の予定＞
　委員会は概ねつき1回のか開催ですが日時
は不定です。まずは事務局までご一報くださ
い。

広報委員会
委 員 会 ❷

だ よ り 委員長　森 保 純 子
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<活動内容>
　「権利擁護センター　ぱあとなあ」は、公
益社団法人日本社会福祉士会ならびに、各都
道府県社会福祉士会が運営しています。各都
道府県社会福祉士会の「ぱあとなあ」では、
所定の成年後見人材育成研修・名簿登録研修
を修了した本会会員を成年後見人等の候補者
として登録しています。その上で、神戸家庭
裁判所各支部から依頼される成年後見人等の
候補者を推薦しています。また、本会に問合
せされた成年後見制度利用の相談支援の活動
もしています。
　委員会・会員数（ぱあとなあ名簿登録者）
は488名、内運営委員40名で委員会活動を行
なっています。
　兵庫県域において、成年後見制度の利用促
進を契機として、権利擁護の推進が図られる

よう、市町域における共通の課題の解決や、
推進方策を検討することを目的として、兵庫
県地域福祉課・神戸家庭裁判所・兵庫県社会
福祉協議会・弁護士会・司法書士会などと協
議を重ねています。
　各市町で運営されている成年後見センターに
も専門職団体として委員の派遣をしています。

＜定例会　会場＞
　月に 1度、運営委員会を福祉センター（又
は、Zoom）で開催。

＜今後の予定＞
「成年後見人材育成研修」「名簿登録研修」
「基本実務研修」の実施
「ぱあとなあエリア別登録者研修会」の実施

<活動内容>
　10名程度の委員のメンバーで、実習指導者
講習会や、実習教育支援者研修などの企画に
ついて打ち合わせを行っています。
　社会福祉士養成校との連絡会を、年に 1回
開催し、情報交換を行っています。
　実習指導に興味のある方のご参加をお待ち
しております。
　当委員会は、社会福祉士取得を目指してい
るみなさまに、「相談援助実習」からの学び
をより実践的に深めるサポートをしていま
す。また、実習受け入れ施設・機関の実習指
導者である社会福祉士への講習なども定期開
催しています。これからも、社会福祉士に興
味を持つみなさまとの交流を積極展開してい

こうと考えています。

＜今後の予定＞
定例委員会　不定期木曜日夕方（Zoomにて
開催）
実習教育支援者研修　 7月 6日（火）
実習指導者講習会　11月27日（土）28日（日）　
定員60名
養成校連絡会　12月16日（木）

ぱあとなあ兵庫
委 員 会 ❹

だ よ り 委員長　魚 住 剛

実習教育支援委員会
委 員 会 ❺

だ よ り 委員長　岸 剛 健
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　当委員会は、地域移行支援をテーマに、退
院支援員への支援会議や学習会を開催してい
ます。
　支援会議は、奇数月の第 4木曜日の19時か
ら、県福祉センターにて開催しています。
　ぜひ、地域移行支援の経験がある方やご関
心がある方は、各種研修への参加とともに、
委員会へのご参加・ご見学をお待ちしていま
す。（委員会への見学は事務局までご連絡く
ださい）

<各種研修への参加・協力>
なぜ、精神科医療等の現場で虐待事案が起こ
るのか　 5月30日（日）オンライン研修

<定例委員会>
奇数月の第 3木曜日（19時～21時）
次回以降　 5月27日（木）、 7月22日（木）、
9月30日（木）
※ 新型コロナの感染状況等により、オンライ
ン形式または集合形式となります。

　災害支援委員会は、県内外の自然災害等に
対し、職能団体としてソーシャルワークを生
かした専門的な支援を行うため、近畿ブロッ
ク共催事業として、「災害支援活動者養成研
修（認証研修）」および「福祉専門職対象防
災対応力向上研修（県委託）」等への協力を
行い、災害支援を行える人材の育成に取り組
んでいます。また、災害発生に備えて、 2か
月に 1回の定例委員会を開催し、災害支援者
登録制度の検討や災害支援のマニュアルの策
定等を進めています。
　ぜひ、災害支援の経験がある方や災害支援
に関心がある方は、各種研修への参加ととも
に、委員会へのご参加・ご見学をお待ちして
います。（委員会への見学は事務局までご連
絡ください）

<各種研修への参加・協力>
災害支援活動者養成研修（認証研修） 5月29
日（土）～30日（日）／大阪（予定）
福祉専門職対象防災対応力向上研修（県委
託）／未定

<定例委員会>
偶数月の第 1火曜日（19時～21時）
次回以降　 4月 6日（火）、 6月 1日（火）、
8月 3日（火）
※ 新型コロナの感染状況等により、オンライ
ン形式または集合形式となります。

地域移行支援委員会
委 員 会 ❻

だ よ り 委員長　清 原 幸 代

災害支援委員会
委 員 会 ❼

だ よ り 委員長　岡 本 和 久
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　会員のみなさまから、おすすめの本・映画・グルメ（レシピ・お店）・文房具
などの紹介をしていただく「コロナなんかぶっ飛ばせ！私のイチ推し！」がスター
トしました。
　ふるっての投稿をお待ちしております！

下記のQRコードを読み取って、Webで投稿をお願いします！

【本・映画】 【レシピ】 【レストラン等】 【文房具などのグッズ】

★ おすすめポイント ★
　インターネットで流し読みをすることと、何が違うのか。
　本を読まなくても、生活することに支障をきたさないのに、活字離れが危機的に叫ばれて
いるのはなぜなのか。
　言葉の持つ力を重んじている対人援助職の方々も、なるほど！と思わず納得してしまうと
思います。

□ おすすめ本

● タイトル  読む力は生きる力
● 著者名 脇　明子
● ページ数 196
● 本の種類 文庫
● 発行年 2005年
● 出版社 岩波書店
● 概　要  なぜ本を読む必要があるのか？という素朴な疑問

に対して、分かりやすく論じています。

ペンネーム：　かかさん

コロナなんかぶっ飛ばせ企画
みなさんのおすすめを教えてください！
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★作り方★
レタス１個をやや大きめにちぎる
水であらう
フキンなどで水分を拭く
ゴマ油、鶏ガラスープ顆粒をまぜる
チャック付袋、あるいはプラスチック容器に入れ冷蔵庫へ
少ししんなりしたら食べられます

★コツやポイント★
レタスの水分は切る

鶏ガラスープ顆粒は少なく
みえますが、案外からいの
でかけ過ぎ注意

★コツやポイント★
　食べる時は、取り椀にまず、塩と唐辛子を好みの量いれて、鍋の汁で割る。この時、塩は
濃いめが美味しい。（塩分取りすぎには各自で注意）そのつけ汁につけながら、鍋の具材を
食べる。
　ごま油の入れすぎに注意！

□ おすすめのレシピ

□ おすすめのレシピ

● 料理名 レタスまるごと１個サラダ
● 出来上がりの目安（4人分）
● 材料・分量 レタス１個
 ゴマ油 大さじ１
 鶏ガラスープ顆粒 大さじ１

● 料理名 私にも作れる『ピェンロー』
● 紹介文  白菜を大量に消費でき、簡単、

もちろん美味しい、鍋料理。
  確か私が中国語と中国に関心が

あった頃、中国好きの友人が教
えてくれた鍋料理。

● 出来上がりの目安（２～４人分）
● 材料・分量 干し椎茸　多めに適当
  白菜　半玉から１玉（煮込めば

量は減るから豪快に用意）
 鳥もも肉　鶏好きなら多めに
 豚バラ肉　豚好きなら多めに
  春雨　マロニーでもいい　好き

なだけ
 ごま油　ほどよく

 （付け出汁用）
 塩　美味しい塩がいい
 唐辛子の粉　ほどよく

★作り方★
① 干し椎茸は水で戻す。戻した水は、
出汁として鍋で使うから、捨てない
で！もちろん、椎茸も具材になるか
ら捨てないで。
② 戻した椎茸、白菜、鶏肉、豚肉を食
べやすく切る。白菜の茎と葉は切り
方を変える。葉は大きくていいが、
茎は縦に細長くきるのがおすすめ。
③ 椎茸の戻し汁、椎茸、白菜の茎を鍋
で煮る。
④ 鍋に、鶏肉と豚肉と白菜の葉の部分
を加えて、さらに煮る。白菜がトロ
トロになるまで煮る。
⑤ 春雨を加える。（春雨の使い方を見て、
水に戻す場合はそうしておく）
⑥ ごま油を加える。量は鍋の大きさと
好みにもよるが、カレースプーンに 1
～ 2杯あたり。
　出来上がり！

ペンネーム：　黒猫まあり

ペンネーム：　森のすずの社会福祉士
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ペンネーム：　満腹次郎

★おすすめメニュー★
ランチメニューのパスタ

□ おすすめのお店

● 店　名 『アル リコルド （AL RICORDO）』
● 住　所  神戸市中央区 中山手通 7丁目20番 12号 泰平ビル１F
● 電話番号 078-371-1200
● 営業時間 事前に店舗にご確認をお願いします。
● 定休日 ランチは日曜日

★レビュー★
　兵庫県福祉人材研修センターから南に 1分。
　私は、研修の際に利用することが多いです。
　店主は、芦屋の有名店で修業されたのちに 2010 年からこの地で営業されています。
　お若い方で、細やかな気配りが嬉しいです。
　ランチはパスタやご飯ものです。
　本日は、キーマカレー or ロコモコ丼 or 小海老と小松菜のトマトソースパスタ。それにフ
レッシュサラダとパン・コーヒーで 1050 円。
　パスタを選びました。もっちりとして小麦の香りがとても good。トマトソースも酸味と
塩味のバランスがよかったです。
　実は昨日食べた、エリンギとベーコンのクリームパスタも仕事が丁寧で good でした。
　是非一度立ち寄ってみてください。
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

森保　純子

樹下　和幸

冨田　洋介

石田香緒里

𩵋住　　剛

山内　賢治

岡本　和久

谷口　智昭

清原　幸代

原田　和明

大塚真由美

村上　弘幸

岸　　剛健

福井　良江

サービス提供エリア　兵庫県南西部

広  告

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

これからも初心を忘れず

広  告

広  告
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TEL E mail syadanhyogo@hacsw.or.jp 
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ソーシャルワークを実践している中での
「気づき」や「新しい課題」等を共有し、
集約・分析・理論化するきっかけにしませんか？

日 程： ２０２１年５月２２日(土)
時 間：１３：００～１７：００(受付12：30～）
開催方法：オンライン（Zoom）
内 容：「実践研究のイロハ」

「実践研究の方法」
講 師：神戸親和女子大学 高橋 昌子氏
定 員：２０名（最少催行人数：１８名）

※ソーシャルワークアカデミー受講者優先
申込締切：２０２１年５月７日(金)
受 講 料：2,000円（会員）・4,000円（非会員）

一般社団法人

兵庫県社会福祉士会
Hyogo Association of Certified Social Workers

【問い合わせ先】
〒６５１－００６２
兵庫県神戸市中央区坂口通２丁目１－１

☎０７８－２６５－１３３０

社会福祉実践研究発表は
本会会員のソーシャルワーク実践における

学術活動の集大成です

兵庫県社会福祉士会 調査研究委員会主催

実践研究について学ぶ研修
（ソーシャルワークアカデミーSTEP１）
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実践研究について学ぶ研修

申込先：兵庫県社会福祉士会事務局
F A X：０７８-２６５-１３４０

申込締切：２０２１年５月７日

〒

①会員（会員番号： ）
②非会員（社会福祉士）
③非会員（社会福祉士以外）

※メールアドレス・連
絡の取れる電話番号を
必ず記入してください。

職種

※申込者数が一定人数に満たない場合、研修を中止することがあります。
その際、中止のお知らせは申込書に記載頂いた連絡先にご連絡します。
※研修参加費の支払いは、受講決定通知書に記載の振込先に振込をお願い
します。（支払い期日は追ってお知らせします）
※メールでお申込をされる場合は、entry@hacsw.or.jp宛に送信してくだ
さい。件名には必ず開催日及び研修名を入力し、メール本文に上記必要
事項を入力してください。
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https://forms.gle/EDXiutx3Fms3a83s7
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会　員　数
　正会員1,762名（2021年 2 月末現在）
　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入
会をお誘いください。
　転居、または転職や異動などにより職場が
変わった場合は、住所変更届を必ず事務局へ
提出して下さい。
※ こうのとり通信は、メール便にて発送して
います。郵便局への転居届では転送されま
せんので、本会事務局までご連絡ください。

理事会報告
第 6回理事会（オンライン）
開催日時：2020年12月20日　13：00～16：00
出席理事： 谷口、中山、薄木、榎本、近藤、

西垣、宮崎、山下、溝田、中原、
福本、岸、中川、西池、岡

出席監事：塩尻
＜審議事項＞
○ 2021年度事業計画（案）及び予算（案）に
ついて
○ 社会福祉士の行動規範（案）について
○ 委員長の交代について
　　広報委員会
　　 旧委員長）　胡中　智礼　→　新委員長）
森保　純子

＜報告事項＞
○ 2021年度日本社会福祉士会　理事改選につ
いて
○県等からの受託事業について

第 7回理事会（オンライン）
開催日時：2021年 1 月16日　10：00～12：00
出席理事： 谷口、伊東、𩵋住、薄木、近藤、

西垣、宮崎、山下、溝田、福本、岸、
西池

出席監事：塩尻
＜審議事項＞
○ 2021年度事業計画（案）及び予算（案）に
ついて
○ 新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言
（ 1月13日）を踏まえた活動方針について
（ 5）について
○ 兵庫県社会福祉士会第 1期中期計画（総
括）及び30周年記念誌作成について
＜報告事項＞
○ 第23回 一般社団法人 兵庫県社会福祉士会
定例総会 （予算）総会について
○兵庫社会福祉セミナー in神戸について

第 8回理事会（オンライン）
開催日時：2021年 2 月20日　13：00～15：30
出席理事： 谷口、中山、伊東、𩵋住、薄木、

榎本、近藤、西垣、宮崎、山下、
溝田、中原、福本、岸、西池

出席監事：塩尻
＜審議事項＞
○ 兵庫社会福祉セミナー in神戸について
○ 兵庫県社会福祉士会第 2期中期計画（案）
について
○ ソーシャルワーカーデー2021について
＜報告事項＞
○ 日本社会福祉士会関連について
○ 受託事業について

　協議事項等がありましたら、各理事又は事
務局へご連絡ください。

【事務局】
　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
　〒651-0062
　　　神戸市中央区坂口通2 - 1 - 1
　　　兵庫県福祉センター5階
　　　電話：078-265-1330
　　　FAX：078-265-1340
【事務局員】
　事務局長　　西野　佳名子
　事務局員　　中村　智穂美
　事務局員　　北野　和香子
　事務局員　　胡中　智礼
　事務局員　　加戸　陽子
　事務局員　　一番合戦　桂子
　事務局員　　笹岡　久美
　事務局員　　萩原　美千紘
【事務局メールアドレス】
　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp
【ぱあとなあ兵庫事務局】
　電話：078-222-8107
　　　partner-jimu@hacsw.or.jp
【研修申込専用メールアドレス】
　　　entry@hacsw.or.jp

事務局情報

発　行 ： 一般社団法人 兵庫県社会福祉士会　広報委員会
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